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 2010 年 4 月から 2011 年 3 月までに遠州病院で健康診断を受けた 7963 名（56.2±11.8 歳）
を対象とした。一般の健康診断の項目に加え、早朝第一尿を用いてアルブミン（検出感度
1.1mg/L 以上）、ナトリウム、クレアチニン濃度を測定した。尿アルブミン量はクレアチニン
濃度の比（UACR［mg/g Cr］）で表示し、微量アルブミン尿は UACR 30mg/g Cr 以上 300mg/g 






 対象の年齢は 56.2±11.8 歳、血圧は 124±15/76±10mmHg であり、高血圧が 31.6%、糖
尿病が7.4%、脂質異常症が44.1%含まれていた。尿アルブミンが検出されたのは全体の91.2%
（7265 名）であり、検出限度未満の方は 9％未満だった。微量アルブミン尿は 4.6%、アル
ブミン尿は 0.5%に認められた。 



















 一般住民を対象とした先行研究では微量アルブミン尿は PREVEND study では 7%、




























 2010 年 4 月から 2011 年 3 月までに健康診断を受けた 7963 名（男性 64.0%）を対象とした。
一般の健康診断の項目に加え、随時尿を用いてアルブミン（検出感度 1.1mg/L 以上）、ナトリウ
ム、クレアチニン濃度を測定した。尿アルブミン量はクレアチニン濃度の比で表示し、微量ア
ルブミン尿は UACR 30mg/g Cr 以上 300mg/g Cr 未満とした。食塩摂取量は尿中食塩排泄量と等
しいと仮定した。 
 対象には高血圧が 31.6%、糖尿病が 7.4%、脂質異常症が 44.1%含まれていた。尿アルブミン













ける倫理、同意方法 ② 統計方法の使い分けなど 6 項目が、第Ⅱ副査の大手信之先生からは
主課目として、① 原発性アルドステロン症の最近の話題 ② 高血圧のスクリーニング法な
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